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を
拠
出
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ア
ン
ケ

ー
ト
Ａ
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
四
年
九
月

二
十
八
日
現
在
、
拠
出
し
た
総
額
が
約
四

十
三
億
円
、
募
金（
義
援
金
）の
総
額
は
約

五
十
五
億
円
で
あ
っ
た
。
拠
出
し
た
総
額

の
中
に
、
募
金
の
一
部
が
含
ま
れ
る
ケ
ー

ス
や
、
継
続
し
た
支
援
の
た
め
に
、
今
後

拠
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
含
ま
れ
る
が
、
伝

統
仏
教
界
で
約
百
億
円
規
模
の
支
援
活
動

が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
Ａ
は
一
年
前
の
も
の
で
あ
る
た

め
、
現
状
で
は
更
な
る
支
援
金
等
が
伝
統

仏
教
界
の
支
援
活
動
を
支
え
て
い
る
。

 

将
来
の
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
は
？ 

　

将
来
的
に
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」。
平
成
二
十
五

　
「
伝
統
仏
教
界
で
東
日
本
大
震
災
被
災

地
へ
拠
出
し
た
金
額
は
？
」「
被
災
寺
院

の
復
興
状
況
は
？
」「
今
後
の
大
規
模
災

害
に
対
す
る
備
え
は
？
」
全
日
本
仏
教
会

へ
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、
大
規
模
災
害
に

関
連
し
た
質
問
が
度
々
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
約
二
年
八
ヶ

月
が
経
過
し
た
現
在
、
震
災
発
生
当
初
か

ら
今
も
な
お
、
伝
統
仏
教
界
は
様
々
な
か

た
ち
で
支
援
を
継
続
し
て
い
る
。
各
加
盟

団
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
仏
教
会
、

超
宗
派
の
有
志
、
僧
侶
と
一
般
企
業
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
共
同
な
ど
、
幅
広
い
支
援
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
前
記
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
個
々
の
活
動
は
展

開
さ
れ
、
一
部
報
道
は
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
伝
統
仏
教
界
全
体
と
し
て
の
支
援
状

況
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
、
一
般
社
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

お
そ
ら
く
伝
統
仏
教
界
内
で
も
同
じ
こ
と

が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
で
、
伝
統
仏
教
界
の
震
災
復
興
状

況
と
将
来
へ
の
備
え
に
つ
い
て
、
本
会
加

盟
団
体
へ
実
施
し
た
二
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
、
皆
様
に
そ
の
一
部
を
ご
紹
介

す
る
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
】

Ａ
、�

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
日
本
仏
教

各
宗
派
教
団
の
取
り
組
み
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
（
調
査
団
体
：
全
日
本

仏
教
会
・
日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会　

調
査
時
期
：
平
成
二
十
四
年
一
月
三
十

日　

対
象
：
本
会
加
盟
宗
派　

回
答

数
：
五
十
九
宗
派
中
四
十
二
宗
派
）

　

※ 

本
会
支
援
団
体
は
別
に
調
査

Ｂ
、�

東
日
本
大
震
災
復
興
状
況
及
び
大
規

模
災
害
に
対
す
る
防
災（
備
災
）体
制
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
調
査
団
体
：
全

日
本
仏
教
会　

調
査
時
期
：
平
成
二
十

五
年
九
月
十
七
日
〜
同
十
月
九
日 

対

象
：
本
会
加
盟
団
体 

回
答
数
：
百
五

団
体
中
加
盟
宗
派
二
十
四
・
都
道
府
県

仏
教
会
五
・
仏
教
団
体
一
）

　

※
本
記
事
内
の
数
値
は
暫
定
値
で
す

　

※ 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
、後
日

本
会
加
盟
団
体
へ
送
付
い
た
し
ま
す

 

被
災
寺
院
数
は
三
千
六
百
以
上 

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
日
本
仏
教
各

宗
派
教
団
の
取
り
組
み
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
（
以
下
：
ア
ン
ケ
ー
ト
Ａ
）
に

よ
る
と
、
被
災
寺
院
数
は
三
千
六
百
七
ヶ

寺
、
被
災
率
は
二
十
六
・
九
％
と
全
寺
院

の
四
分
の
一
が
何
ら
か
の
形
で
、
本
堂
や

庫
裏
等
が
被
災
し
て
い
る
。
岩
手
・
宮
城
・

福
島
三
県
に
限
っ
て
言
え
ば
、
平
均
で
六

十
四
・
八
％
の
被
災
率
と
な
り
、甚
大
な
被

害
を
物
語
っ
て
い
る（
表
①
）。

 

寺
院
の
再
建
状
況
は
？ 

　

で
は
、
現
状
で
被
災
寺
院

は
ど
の
程
度
再
建
さ
れ
て
い

る
の
か
。
東
日
本
大
震
災
復

興
状
況
及
び
大
規
模
災
害
に

対
す
る
防
災
（
備
災
）
体
制

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
以

下
：
ア
ン
ケ
ー
ト
Ｂ
）に
よ

る
と
、

　

寺
院
再
建
数
は
一
部
再
建
を
含
め
約
七

百
六
十
ヵ
寺
、
庫
裏
及
び
付
属
物
を
含
め

る
と
、
千
四
百
八
十
四
ヵ
寺
に
な
る
。
表

①
の
被
災
寺
院
数
三
千
六
百
七
ヵ
寺
か
ら

単
純
に
計
算
す
る
と
、
再
建
率
は
約
四
十

％
と
な
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
Ａ
と
ア
ン
ケ
ー

ト
Ｂ
の
集
計
時
期
や
方
法
が
異
な
る
た
め
、

単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
一
ヵ
寺
で

複
数
項
目
に
当
て
は
ま
る
場
合
が
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
実
際
の
再
建
率
は
も
っ

と
低
い
可
能
性
が
高
い
。「
建
物
の
再
建

＝
寺
院
の
再
建
」
と
は
一
口
に
言
え
な
い

た
め
、
現
実
と
の
差
は
当
然
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
復
興
状
況
は
中
々
進
ん
で
い

な
い
現
状
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
読
み
取

れ
る
（
表
②
）。

 

支
援
活
動
は
約
百
億
円
規
模 

　

継
続
的
に
支
援
活
動
を
続
け
て
い
る
伝

統
仏
教
界
は
、
こ
れ
ま
で
ど
れ
く
ら
い
の

支
援
金
や
義
援
金
等（
以
下
：
支
援
金
等
）

伝
統
仏
教
界
の
復
興
状
況
と
備
災
の
現
状

特集

表①（アンケートA）
寺院総数
（a）

被災寺院数
（b）

被 災 率
（b÷a）

岩手県 540 273 50.5％
宮城県 963 794 82.4％
福島県 1452 894 61.5％
茨城県 1229 563 45.8％
千葉県 2767 339 14.4％
その他 6414 744 11.5％
合　計 13365 3607 26.9％表②（アンケートB）

寺　院 庫　裏 付属物

再建 一部
再建

計画
段階 再建 一部

再建
計画
段階 再建 一部

再建
計画
段階

岩手県 39 1 5 19 0 3 33 0 2
宮城県 92 12 9 51 8 4 60 2 6
福島県 208 14 19 139 10 19 120 6 10
茨城県 95 9 12 17 8 15 82 7 15
千葉県 44 3 5 9 1 3 24 1 5
その他 236 10 43 33 5 28 83 3 57
計 714 49 93 268 32 72 402 19 95
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年
三
月
十
八
日
付
の
、「
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
被
害
想
定
に
つ
い
て
（
第
二
次

報
告
）」（
作
成
：
中
央
防
災
会
議
・
防
災

対
策
推
進
検
討
会
議
・
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）

に
よ
る
と
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
、
最
大

震
度
七
が
想
定
さ
れ
、
地
震
の
揺
れ
に
よ

り
約
百
三
十
四
，
六
万
棟
が
倒
壊
し
、
約

五
，
九
万
人
の
死
者
、
ま
た
津
波
に
よ
り

約
二
十
二
，
四
万
人
の
死
者
が
予
想
さ
れ

て
い
る
（
全
て
最
大
値
）。
伝
統
仏
教
界

の
本
山
や
宗
務
庁
が
数
多
く
あ
る
近
畿
地

方
で
は
、
太
平
洋
沿
岸
部
を
中
心
に
、
震

度
六
〜
七
弱
の
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
京
都
市
行
財
政
局
防
災
危
機
管
理
室
Ｈ

Ｐ
参
照
）。
伽
藍
や
宗
務
庁
等
の
建
造
物

の
被
災
も
あ
る
が
、
参
拝
者
や
帰
宅
困
難

者
へ
の
対
応
、
職
員
の
避
難
や
デ
ー
タ
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
、社
会
的
な
役
割
や
業

務
の
継
続
性
の
担
保
と
い
う
、
起
こ
り
得

る
災
害
へ
の
備
え
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、

様
々
な
災
害
へ
の
対
応
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
伝
統
仏
教
界
は
将
来
の
大
規
模

災
害
に
向
け
て
、ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て

い
る
の
か
。ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
紹
介
す
る
。

 

大
規
模
災
害
に
対
す
る
規
程
は
？ 

　

ア
ン
ケ
ー
ト
Ｂ
で
「
大
規
模
災
害
に
関

す
る
規
程
は
あ
る
か
？
」
と
い
う
質
問
に

対
し
、
回
答
加
盟
宗
派
二
十
四
団
体
の
内
、

十
六
団
体
が
「
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
発
生
前
に
す
で
に
制
定
さ

れ
て
い
た
宗
派
は
約
九
十
％
で
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
、
中
越
沖
地
震
、
釧
路
沖
地

震
等
、
被
害
が
大
き
な
災
害
発
生
直
後
に

制
定
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
以
降
、
制
定
し
て
い
る
規

程
を
「
変
更
し
た
」「
変
更
に
向
け
て
準

備
中
」
と
答
え
た
宗
派
は
、
九
団
体
で
あ

り
、
寺
院
数
の
多
い
宗
派
ほ
ど
「
変
更
し

た
」
ま
た
は
「
変
更
に
向
け
て
準
備
中
」

と
回
答
し
て
い
る
。
変
更
項
目
の
多
く
が

組
織
体
系
や
拠
出
金
に
つ
い
て
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機

に
課
題
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

 
宗
務
庁
が
大
規
模
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
ら
？ 

　

ア
ン
ケ
ー
ト
Ｂ
で
は
、
宗
務
庁
や
宗
務

院
と
い
わ
れ
て
い
る
、
団
体
の
事
務
を
掌

握
し
て
い
る
場
所
（
以
下
：
宗
務
庁
等
）

が
被
災
に
あ
っ
た
場
合
の
具
体
的
な
規
程

に
つ
い
て
も
聞
い
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

支
部
と
の
緊
急
連
絡
体
制
に
つ
い
て
は
、

「
あ
る
」
と
答
え
た
団
体
は
約
五
十
％
で

あ
っ
た
。
以
下
、
宗
務
庁
等
の
電
力
の
確

保
（
約
三
十
％
）・
宗
務
庁
等
の
職
員
の

避
難
（
約
二
十
五
％
）・
周
辺
住
民
や
帰

宅
困
難
者
へ
の
対
応
（
約
二
十
五
％
）・

本
部
機
能
の
移
転
（
約
十
％
）
で
あ
る
が
、

「
な
い
」
と
い
う
団
体
も
「
規
程
に
は
定

ま
っ
て
い
な
い
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
対
応

す
る
」「
今
後
規
程
の
制
定
を
検
討
し
て

い
る
」
と
あ
り
、
大
規
模
災
害
に
向
け
て
、

明
文
化
を
急
い
で
い
る
こ
と
が
見
え
て
く

る
。
一
方
、「
宗
務
庁
等
が
立
地
す
る
地

域
や
地
方
公
共
団
体
と
防
災
に
関
連
し
た

取
り
決
め
を
行
っ
て
い
る
か
」
に
つ
い
て

は
、
半
数
の
五
十
％
の
団
体
が
「
し
て
い

る
」
ま
た
は
「
検
討
中
」
と
答
え
、
来
た

る
べ
き
大
規
模
災
害
に
向
け
て
、
単
独
で

は
な
く
、
連
携
し
た
防
災
体
制
を
と
る
こ

と
に
対
す
る
意
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
し
か
し
、
様
々
な
規
程
は
あ
る
も

の
「
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
や
研

修
は
し
て
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対

し
て
、「
し
て
い
る
」
と
答
え
た
の
は
全

体
の
約
三
十
五
％
で
あ
っ
た
。
大
規
模
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
、
規
程
を
踏
ま
え

た
上
で
、
ど
の
程
度
行
動
で
き
る
か
は
、

実
際
に
は
不
透
明
な
部
分
も
あ
る
。
し
か

し
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
や
研
修
が
、
大
規

模
災
害
時
の
寺
院
と
し
て
の
社
会
的
貢
献

や
災
害
後
の
各
団
体
の
業
務
継
続
性
に
少

な
か
ら
ず
影
響
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

各
団
体
が
継
続
し
て
課
題
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、

備
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
本
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
推
察

す
る
。

「
待
つ
」か
ら「
備
え
る
」へ

超
多
老
社
会
と

　大
規
模
災
害
を
見
据
え
た
、

　
　地
域
に
お
け
る
寺
院
の
あ
り
方

IIHOE（人と組織と地球のための国際研究所）
代表者

川北　秀人
（カワキタ　ヒデト）

　

加
盟
団
体
の
取
り
組
み
に
対
す
る
紹
介

を
踏
ま
え
、
大
規
模
災
害
に
対
し
て
、
全

国
の
寺
院
は
ど
の
よ
う
な
備
え
が
必
要
な

の
か
。

　

東
日
本
大
震
災
で
も
支
援
活
動
を
展
開

さ
れ
た
川
北
氏
か
ら
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
を
題
材
に
、
被
害
予
想
や
寺
院
の
役

割
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

 

高
齢
者
率
は
神
戸
の
二
倍 

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
当
日
、
私
は
島

根
県
庁
に
い
た
。
見
た
こ
と
の
な
い
色
と

数
の
震
度
報
告
、
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
津

波
の
映
像
か
ら
、
被
災
者
支
援
活
動
の
長

期
化
を
見
越
し
て
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島

の
気
象
と
産
業
、
そ
し
て
人
口
構
成
を
調

べ
る
作
業
を
進
め
た
。
す
る
と
、
津
波
の

被
害
を
受
け
た
岩
手
・
宮
城
・
福
島
三
県

の
沿
岸
部
三
十
九
市
町
村
の
高
齢
者
率
は

二
十
四
・
五
％
。
後
期
高
齢
者
率
が
す
で

に
十
三
％
に
達
し
て
い
た
。
平
成
七
年
一

月
十
七
日
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
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日本の高齢者・後期高齢者の暮らしは？
2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

人口（千人） 126,925 127,767 128,057 126,597 124,099
高　齢　者 22,005 25,760 29,245 33,951 36,123

後期高齢者
8,998 11,639 14,072 16,458 18,790
7.1％ 9.1％ 11.0％ 13.0％ 15.1％

高齢者世帯率 12.4％ 15.0％ 16.9％ 20.8％ 22.4％

石巻市の高齢者・後期高齢者のくらしは？
2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

人口（人） 174,778 167,324 160,826 149,498 142,248
高　齢　者 35,982 40,438 43,747 47,060 47,060

後期高齢者
14,471 18,586 22,308 23,038 24,657
8.3％ 11.1％ 13.9％ 15.4％ 17.3％

高齢者世帯率 11.7％ 15.8％ 18.3％ 20.6％ 22.9％

•••••••••••••••••••••••••

石巻市も、これまでの20年と、これから20年は違う
1990年 2000年 2010年 2020年 2030年

計（千人） 182.9 174.7 160.8 142.2 125.9
▲12％  ▲21％

0〜14歳 35.4 25.9 20.2 15.2 12.0
▲43％  ▲40％

15〜64歳（A）
（生産人口）

122.5 112.8 96.2 79.9 68.5
▲21％  ▲29％

65歳〜（B）
高齢者率

24.6 36.9 43.7 47.0 45.3
13.5％ 20.6％ 27.2％ 33.1％ 36.0％

＋77％  ＋3％

A÷B 4.9人 3.1人 2.2人 1.7人 1.5人

75歳〜 597 899 1407 1879 2278
＋54％  ＋10％  ＋13％

これまでの20年と、これから20年は違う！
日本の人口 1990年 2000年 2010年 2020年 2030年

計（万人） 12361 12695 12805 12408 11661
＋3％  ▲8％

0〜14歳 2248 1847 1680 1456 1203
▲25％  ▲28％

15〜64歳（A）
（生産人口）

8590 8621 8103 7340 6772
▲5％  ▲16％

65歳〜（B）
高齢者率

1489 2200 2924 3612 3684
12.0％ 17.3％ 22.8％ 29.1％ 31.6％

＋96％  ＋26％

A÷B 5.7人 3.9人 2.7人 2.0人 1.8人

75歳〜
後期高齢者率

597 899 1407 1879 2278
4.8％ 7.1％ 11.0％ 15.1％ 19.5％

＋56％  ＋33％  ＋21％

図表１　�日本全国と石巻市の1990年から2030年までの人
口構成の推移

（2010年までは国勢調査、2020年以降は（独法）国立社会保障・人口問題研究所の予測）

図表２　�日本全国と石巻市の2010年から2020年までの高
齢・後期高齢者の構成

（2010年までは国勢調査、15年以降は（独法）国立社会保障・人口問
題研究所の予測と、それに基づくIIHOEの推計）

の
発
生
当
時
、
神
戸
市
の
高
齢
者
率
は
十

三
・
五
％
。
地
震
や
津
波
等
の
諸
条
件
は

異
な
る
も
の
の
、
高
齢
者
率
は
約
二
倍
と

い
う
デ
ー
タ
に
、
避
難
所
生
活
や
復
旧
・

復
興
の
困
難
さ
を
思
い
浮
か
べ
て
支
援
活

動
を
始
め
た
。

 

東
北
地
方
は
全
国
の
近
未
来 

　

で
は
、
高
い
確
率
で
発
災
を
覚
悟
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
東
海
・
東
南
海
ト
ラ
フ

の
連
動
地
震
と
そ
れ
に
よ
る
津
波
で
、
首

都
圏
か
ら
東
海
・
近
畿
・
四
国
ま
で
の
沿

岸
部
が
被
災
し
た
時
、
高
齢
者
は
ど
の
程

度
の
割
合
な
の
か
。

　

人
口
面
で
は
、
東
北
の
現
在
は
、
全
国

の
近
未
来
だ
。
図
表
１
は
、
日
本
全
国
と

宮
城
県
石
巻
市
の
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇

三
〇
年
ま
で
の
人
口
構
成
を
示
し
て
い
る

が
、
高
齢
者
率
を
み
る
と
、
石
巻
は
全
国

の
わ
ず
か
十
数
年
先
を
進
ん
で
い
る
に
す

ぎ
な
い
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
だ

ろ
う
。
首
都
圏
・
東
海
・
近
畿
で
も
、
太

平
洋
に
面
し
た
地
域
は
、
全
国
平
均
よ
り

石
巻
に
近
い
状
況
に
あ
る
。

　

図
表
２
は
、
同
じ
く
日
本
全
国
と
石
巻

市
に
つ
い
て
、
高
齢
・
後
期
高
齢
者
の
人

口
構
成
の
推
移
を
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、

最
下
行
の
「
高
齢
世
帯
率
」
と
は
、
そ
の

地
域
の
す
べ
て
の
世
帯
の
う
ち
、
高
齢
者

の
一
人
ま
た
は
二
人
ぐ
ら
し
が
占
め
る
比

率
を
意
味
す
る
。
ご
覧
い
た
だ
い
て
お
わ

か
り
の
通
り
、
高
齢
世
帯
率
で
は
す
で
に
、

全
国
平
均
と
石
巻
市
の
間
に
差
は
な
い
。

つ
ま
り
、
発
災
が
今
後
数
年
以
内
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
首
都
圏
・
東
海
・
近
畿
で

は
、
東
日
本
大
震
災
当
時
の
東
北
地
方
と

同
水
準
の
高
齢
者
率
で
、
か
つ
、
高
齢
者

人
口
は
東
北
の
数
倍
・
数
十
倍
と
い
う
状

況
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意

味
す
る
。

 

何
を
ど
う
備
え
る
か 

　

も
ち
ろ
ん
、
災
害
は
地
震
以
外
も
あ
り
、

地
震
も
南
海
ト
ラ
フ
地
震
だ
け
で
は
な
い
。

い
つ
い
か
な
る
災
害
が
起
こ
る
か
を
、
私

た
ち
は
正
確
に
予
想
で
き
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
備
え
は
重
要
で
あ
り
、
寺
院
も
例
外

な
く
「
備
災
」
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

備
え
を
進
め
る
上
で
の
具
体
的
な
ポ
イ

ン
ト
は
、仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｂ

Ｎ
Ｎ
）
が
創
立
十
周
年
を
記
念
し
て
発
行

し
た
「
寺
院
備
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
詳

細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
是
非
ご
参

照
い
た
だ
き
た
い
が
、
そ
こ
に
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
い
く

つ
か
ご
紹
介
し
た
い
。

　

予
め
行
政
が
指
定
し
た
避
難
所
で
収
容

し
き
れ
な
い
人
数
が
避
難
し
た
場
合
、
必

ず
し
も
行
政
職
員
で
な
く
て
も
、自
治
会
・

町
内
会
な
ど
地
縁
団
体
の
役
員
か
ら
、
寺

院
へ
の
受
け
入
れ
を
打
診
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
に
は
、
ご
遺
体

を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
、
ど
ん
な
人
た

ち
を
優
先
し
て
受
け
入
れ
る
か
（
高
齢
者

な
ど
長
期
化
す
る
可
能
性
の
高
い
人
を
優

先
す
る
か
、
若
者
な
ど
短
期
で
退
出
す
る

可
能
性
が
高
い
人
を
優
先
す
る
か
）
と
い

っ
た
判
断
基
準
と
、
ど
の
部
屋
を
ど
う
使

用
し
て
も
ら
う
か
、
逆
に
「
こ
こ
は
立
ち

入
り
禁
止
」
と
い
う
割
り
振
り
（
ゾ
ー
ニ

ン
グ
）
が
と
て
も
重
要
だ
。

　

こ
の
た
め
、「
平
日
の
昼
」「
週
末
の
夜
」

と
い
っ
た
複
数
の
想
定
で
、
地
域
に
大
規

模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
仮
定
し
て
、
ど

れ
ぐ
ら
い
の
人
々
が
あ
な
た
の
寺
院
に
訪

れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
か
を
決
め
て
お
く

訓
練
（
図
上
演
習
）
を
、
是
非
積
み
重
ね
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突
然
に
起
こ
る
災
害
に
対
し
て
、
私
た

ち
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
今
回
は
加

盟
宗
派
、
特
に
本
庁
と
全
国
の
各
宗
務
所

と
の
関
係
に
お
い
て
、
緊
急
事
態
体
制
の

構
築
の
際
、
何
を
ど
の
よ
う
に
組
織
を
整

備
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
有
限
責
任
監
査
法

人
ト
ー
マ
ツ�

情
報
シ
ス
テ
ム
監
査
技
術

者
鈴
木
昌
治
氏
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
い
た
。

（
鈴
木
氏
）　

東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
、

中
小
企
業
の

多
く
が
貴
重

て
い
た
だ
き
た
い
。
特
に
ト
イ
レ
に
つ
い

て
は
、
受
け
入
れ
る
人
数
に
よ
っ
て
、
使

用
を
全
面
的
に
認
め
る
か
、
そ
れ
と
も
何

が
し
か
の
制
限
を
設
け
る
の
か
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
事
前
に
想
定
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
だ
。

　

ま
た
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
口
頭
で
の
伝
達

や
手
書
き
の
表
示
で
は
十
分
に
伝
わ
ら
な

い
。
徹
底
で
き
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る

た
め
、
予
め
大
き
な
紙
に
印
字
し
た
も
の

を
事
前
に
用
意
し
て
お
き
、
発
災
時
に
受

け
入
れ
を
判
断
し
た
時
点
で
、
速
や
か
に

表
示
で
き
る
よ
う
備
え
て
お
く
こ
と
も
大

切
だ
。

 

寺
院
は
「
備
災
」
を 

　

東
日
本
大
震
災
は
、
規
模
は
も
ち
ろ
ん
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
状
況
の
多
様
さ
と
い

う
点
で
も
大
き
な
試
練
と
な
っ
た
。
こ
の

大
き
な
痛
み
を
伴
っ
た
経
験
を
、
大
切
な

教
訓
と
し
て
し
っ
か
り
今
後
に
生
か
す
こ

と
が
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
せ
め

て
も
の
供
養
に
つ
な
が
る
と
私
は
信
じ
て

い
る
。
仏
教
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
備

災
・
防
災
の
拠
点
づ
く
り
が
地
域
と
の
絆

を
育
て
る
こ
と
を
通
じ
て
、
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

緊
急
事
態
へ
の
備
え�

─
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
参
考
に
し
て
─

な
人
材
を
失
っ
た
り
、
設
備
を
失
っ
た
こ

と
で
、
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
被
災
の
影
響
が
少
な
か
っ
た
企
業
に

お
い
て
も
復
旧
が
遅
れ
、
自
社
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
が
供
給
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
顧

客
が
離
れ
、
事
業
を
縮
小
し
て
従
業
員
を

解
雇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
こ
う

し
た
緊
急
事
態
へ
の
備
え
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

全
日
本
仏
教
会
の
加
盟
宗
派
の
皆
さ
ま

に
置
き
換
え
て
考
え
ま
す
と
、
本
庁
と
各

宗
務
所
の
緊
急
連
絡
網
の
構
築
と
、
そ
の

連
絡
網
を
活
用
す
る
た
め
に
日
頃
か
ら
の

訓
練
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
連
絡
内
容
に

つ
い
て
は
関
係
者
の
安
否
確
認
が
最
も
重

要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

本
庁
や
各
宗
務
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署

が
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、

非
常
時
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
の

か
、
被
災
当
時
の
行
動
に
対
す
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
、
仮
説
に
基
づ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

は
防
災
体
制
の
構
築
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

構
築
の
際
に
各
部
署
の
職
員
と
防
災
対
策

を
推
進
す
る
担
当
者
が
乖
離
し
な
い
よ
う
、

組
織
上
層
部
の
方
々
の
理
解
を
い
た
だ
く

こ
と
も
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
東

北
地
方
で
起
こ
っ
た
大
災
害
が
、
遠
く
離

れ
た
東
京
で
帰
宅
困
難
者
等
へ
の
対
応
に

迫
ら
れ
た
わ
け
で
す
。「
今
、
自
分
が
い

る
場
所
で
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
…
…
」
と

い
う
課
題
を
共
有
し
て
、
体
制
の
構
築
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
時
に
「
何
を
ど
こ
に
連
絡

す
る
か
」
で
す
が
、
一
つ
の
様
式
を
用
意

し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば

①　

住
職
・
寺
族
の
安
否
確
認

②　

境
内
伽
藍
の
被
害
状
況

③　

近
隣
の
被
害
状
況

　

以
上
の
三
つ
が
基
本
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
素
早
く
伝
え
る

手
段
と
し
て
は
、
や
は
り
ウ
ェ
ブ
や
メ
ー

ル
の
活
用
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
予
算
が

組
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
宗
内
緊
急
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
や
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
対
応
で
き
る
専
用
ア
プ
リ
の

開
発
な
ど
、
例
え
ば
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で

画
面
の
質
問
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て

い
く
方
式
な
ど
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
被

災
者
が
素
早
く
簡
単
に
確
実
に
情
報
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
工
夫
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
各
宗
派
の
本
庁
が
被
災
し
た
場

合
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

緊
急
事
態
時
の
連
絡
網
を
ど
う
構
築
す
る

か
、
十
分
な
議
論
と
各
部
署
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
及
び
仮
説
に
基
づ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

重
要
性
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
、

本
庁
に
あ
る
重
要
な
デ
ー
タ
（
重
要
書
類

含
む
）
を
ど
こ
に
保
存
す
る
か
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
庁
や
各

宗
務
所
が
被
災
し
て
、
復
旧
時
に
必
要
な

最
低
限
の
人
数
の
把
握
と
確
保
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
各
宗
内
の
緊
急
事
態
体
制
が

構
築
さ
れ
た
な
ら
ば
、
全
日
本
仏
教
会
と

の
連
絡
体
制
も
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
伝
統
仏
教
教
団
の
連
合
体

と
し
て
、
全
日
本
仏
教
会
が
一
般
社
会
に

素
早
く
適
切
な
情
報
を
流
す
こ
と
は
と
て

も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

各
団
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

自
治
体
と
積
極
的
に
協
定

　

全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会
（
以
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下
：
全
葬
連
）で
は
、
各
都
道
府
県
と「
災

害
時
に
お
け
る
棺
及
び
葬
祭
用
品
の
供
給

並
び
に
遺
体
の
搬
送
等
の
協
力
に
関
す
る

協
定
書
」
を
締
結
中
で
あ
り
、
あ
と
数
県

で
協
定
が
完
了
す
る
。
協
定
の
内
容
は
、

ご
遺
体
の
安
置
・
納
棺
・
処
置
、
身
元
確
認

後
の
ご
遺
体
搬
送
・
火
葬
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
協
定
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
当
時

京
都
中
央
葬
祭
業
協
同
組
合
理
事
長
で
あ

っ
た
松
井
信
史
朗
氏
（
当
時
全
葬
連
副
会

長
）
が
、
全
国
に
先
駆
け
て
京
都
市
と
業

務
協
定
を
成
立
さ
せ
た
。
当
時
は
緊
急
災

害
時
の
死
者
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
国
は

勿
論
、
第
一
義
的
責
任
を
も
つ
地
方
自
治

体
で
さ
え
、
具
体
的
施
策
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
。
全
葬
連
は
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

全
国
の
各
自
治
体
に
働
き
か
け
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。

全
葬
連
で

は
、
も
と
も

と
内
部
で
緊

急
災
害
応
援

体
制
を
構
築

し
て
い
た
が
、

今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
、
数
県

に
ま
た
が
る
大
災
害
は
想
定
外
で
あ
っ
た
。

現
在
、
反
省
点
を
踏
ま
え
て
応
援
体
制
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
い
る
。

　

全
葬
連
の
松
本
勇
輝
専
務
理
事
も
、
東

日
本
大
震
災
発
生
時
か
ら
被
災
地
の
葬
祭

業
者
と
自
治
体
と
の
連
絡
・
連
携
が
う
ま

く
取
れ
ず
、
酷
務
の
日
々
を
過
ご
し
た
と

い
う
。
被
災
地
に
も
幾
度
と
な
く
赴
き
、

地
元
葬
祭
業
者
の
支
援
と
被
災
者
救
援
に

あ
た
っ
た
。
そ
の
中
で
「
ご
遺
族
が
ご
遺

体
の
確
認
が
で
き
た
時
点
で
、
宗
教
儀
礼

（
読
経
）
が
欲
し
か
っ
た
で
す
。
ご
遺
族

も
同
じ
気
持
ち
で
し
た
。
日
頃
か
ら
各
自

治
体
と
地
域
仏
教
会
と
の
間
で
何
ら
か
の

取
決
め
が
で
き
て
い
れ
ば
、
自
治
体
の
僧

侶
に
よ
る
読
経
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
制
限
も

緩
和
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご
遺
族
は
ご
遺
体
の
納
棺
や
そ
の
後
の
処

置
だ
け
で
は
、
心
の
整
理
が
つ
か
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。」と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

災
害
へ
の
備
え
を
サ
ポ
ー
ト

　

株
式
会
社
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
公
益
法
人
向
け
の
保
険
商
品

を
開
発
し
て
い
る
。
全
日
本
仏
教
会
に
加

盟
す
る
各
宗
派
や
仏
教
会
の
共
済
制
度
に

つ
い
て
、
同
社
営
業
開
発
第
一
部
第
二
課

担
当
部
長
の
鬼
木
幹
生
氏
は
、
頻
発
す
る

自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
の
制
度
の
拡

充
や
新
し
い
提
案
、
そ
れ
に
伴
う
制
度
の

五
年
ご
と
の
見
直
し
提
唱
を
勧
め
て
い
る
。

住
職
・
寺
族
へ
の
保
障
を
充
実
さ
せ
、
宗
派

或
い
は
仏
教
会
と
傘
下
寺
院
と
の
関
係
強
化

の
お
手
伝
い
な
ど
、善
意
の
行
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
保
険
商
品
の
開
発
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
寺
院
に
お
い
て
賞
味
期
限
切

れ
と
な
っ
た
災
害
備
蓄
品
の
入
れ
替
え

（
水
・
食
糧
・
燃
料
等
）
に
役
立
て
る
よ

う
な
保
険
商
品
も
現
在
検
討
し
て
い
る
。

防
災
と
景
観
の
両
立
を
提
案

　

日
鐵
住
金
建
材
株
式
会
社
で
は
、
防
災

と
景
観
保
存
の
両
立
を
可
能
と
し
た
「
ノ

ン
フ
レ
ー
ム
工
法
」
を
提
案
し
て
い
る
。

傾
斜
が
き
つ
く
土
砂
崩
れ
が
起
き
や
す
い

地
形
に
お
い
て
、
従
来
の
工
法
は
崖
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
、
多
く
の
木
々
を
伐

採
し
「
自
然
と
対
峙
」
し
て
き
た
。
し
か

し
同
社
は
「
里
山
の
風
景
を
守
る
」
と
い

う
理
念
の
も
と
、
ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
を

発
明
。
こ
の
工
法
に
よ
り
伐
採
木
や
残
土

を
大
幅
に
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
を
な
く
す
こ
と
に
よ

る
景
観
の
保
全
も
可
能
と
な
っ
た
。
地
方

自
治
体
で
の
発
注
が
主
だ
が
、
寺
院
の
裏

山
や
盛
地
部
へ
の
施
行
も
あ
る
と
い
う
。

　

同
社
企
画
財
務
部
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
平
松
さ
お
り
氏
は
、東
日
本
大
震
災
後
、

災
害
に
対
す
る
危
機
感
か
ら
「
防
災
へ
の

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ
る
」

と
話
す
。
現
在
、
各
自
治
体
に
ノ
ン
フ
レ

ー
ム
工
法
を
は
じ
め
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
タ

ワ
ー
や
、
特
に
津
波
対
策
と
し
て
の
多
重

防
御
の
提
案
な
ど
、
地
域
復
興
の
一
翼
を

担
う
た
め
、
地
域
住
民
の
方
々
に
ご
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い
る
。

　「備
え
」
の
推
進

　

今
回
は
、
防
災
に
関
す
る
現
況
に
つ
い

て
加
盟
団
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、

仏
教
界
と
関
係
性
の
あ
る
団
体
や
企
業
に
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取
材
を
し
た
。

　

ト
ー
マ
ツ
へ
の
取
材
で
、
緊
急
事
態
発

生
時
に
正
確
な
情
報
を
確
実
に
相
手
に
伝

え
る
こ
と
に
よ
り
、
い
ち
早
く
必
要
な
支

援
活
動
に
移
れ
る
体
制
の
構
築
と
、
そ
れ

を
活
用
し
た
日
頃
の
訓
練
の
重
要
性
を
伺

う
こ
と
が
で
き
た
。

　

全
葬
連
へ
の
取
材
で
は
、
松
本
専
務
理

事
が
話
さ
れ
た
「
読
経
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
制
限
に
つ
い
て
、
本
会
で
も
「
信
教
の

自
由
」「
政
教
の
分
離
」の
解
釈
の
違
い
で
、

自
治
体
か
ら
制
限
さ
れ
た
地
域
と
制
限
が

な
か
っ
た
地
域
が
あ
っ
た
と
い
う
報
告
を

受
け
た
。
ま
た
、
緊
急
災
害
時
に
お
け
る

宗
教
儀
礼
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
、
自
治

体
と
地
域
仏
教
会
が
話
し
合
い
を
始
め
た

と
い
う
情
報
も
入
っ
て
い
る
。

　

全
葬
連
が
進
め
て
い
る
各
自
治
体
と
の

災
害
協
定
の
締
結
に
至
る
経
緯
を
参
考
に

す
れ
ば
、
本
会
が
各
自
治
体
と
県
仏
教
会

あ
る
い
は
地
域
仏
教
会
と
の
間
を
と
り
も

つ
こ
と
に
よ
っ
て
「
信
教
の
自
由
」「
政

教
の
分
離
」
の
解
釈
を
共
有
し
、
仏
教
会

が
地
域
住
民
の
「
こ
こ
ろ
の
支
え
」
に
な

れ
る
よ
う
、
支
援
す
る
手
立
て
が
見
え
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
慮
す
る
。

　

災
害
対
策
に
は
、
こ
れ
で
安
心
と
い
う

こ
と
は
無
い
。
今
回
は
非
常
事
態
時
の
体

制
の
構
築
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
た
が
、

少
し
で
も
被
害
が
抑
え
ら
れ
る
よ
う
、
各

寺
院
或
い
は
地
域
や
各
宗
教
区
内
で
「
備

え
」
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

九
月
（
十
三
日
〜
三
十
日
）

十
三
日
▼ 

全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会

事
務
局
訪
問

　
　
　

▼ 

復
興
庁
主
催
被
災
者
生
活
支
援
等

施
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針（
案
）説
明
会
出
席
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ

有
明
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
）

十
六
日
▼
信
州
善
光
寺
表
敬
訪
問

十
七
日
▼ 

損
保
ジ
ャ
パ
ン
訪
問
（
日
本
興
亜

損
保
本
社
ビ
ル
）

　
　
　

▼ 

大
和
総
研
小
黒
氏
打
合
せ
（
大
和

証
券
本
社
ビ
ル
）

　
　
　

▼ 
Ｄ
Ａ
Ｔ
新
藤
氏
と
打
合
せ
（
東
京

駅
）

十
八
日
▼ 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
主
催
第
三
十

三
回
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法

要
参
列（
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
）

　
　
　

▼
Ｔ
Ｙ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
古
賀
氏
来
局

十
九
日
▼ 

念
法
眞
教
・
和
宗
・
融
通
念
佛
宗

表
敬
訪
問

　
　
　

▼ 

京
都
府
宗
教
連
盟
会
議
出
席
（
京

都
府
宗
教
連
盟
事
務
局
）

　
　
　

▼
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
使
館
訪
問

　
　
　

▼ 

有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
八

重
洲
オ
フ
ィ
ス
訪
問

二
十
日
▼
日
鐵
住
金
建
材
（
株
）
訪
問

二
十
四
日
▼ 

臨
済
宗
妙
心
寺
派
宗
議
会
全
員

協
議
会
に
お
い
て
本
会
事
業
説

明
（
花
園
会
館
）

　
　
　
　

▼ 

愛
媛
県
仏
教
会
事
務
局
長
怒
和

氏
来
局

事
務
総
局
録
事
　
　
　
　

▼
オ
メ
ガ
コ
ム
五
十
嵐
氏
来
局

　
　
　
　

▼ 

国
際
交
流
審
議
会
副
委
員
長
戸

松
義
晴
師
来
局

二
十
五
日
▼ InterFaith

日
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

打
合
せ
（
聖
ド
ミ
ニ
コ
女
子
修

道
院
・
京
都
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委

員
会
事
務
局
）

　
　
　
　

▼ 

日
本
テ
ン
プ
ル
ヴ
ァ
ン
井
上
氏

来
局

二
十
六
日
▼ （
公
財
）日
本
宗
教
連
盟
第
四
回

幹
事
会
（
神
社
本
庁
）

　
　
　
　

▼ 

全
日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合
と

懇
談
会
（
大
門
）

　
　
　
　

▼
Ｄ
Ａ
Ｔ
新
藤
氏
来
局

　
　
　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

二
十
七
日
▼
局
内
会
議

二
十
八
日
▼ 

東
京
都
葬
祭
業
協
同
組
合
創
立

六
十
周
年
記
念
式
典
出
席
（
築

地
本
願
寺
）

三
十
日
▼ 

第
八
十
一
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世
界
仏
教

徒
連
盟
）執
行
役
員
会
議
出
席（
〜

十
月
二
日
）（
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
）

　
　
　

▼ 

文
化
庁
宗
教
法
人
実
務
者
研
修
会

へ
出
向
（
富
山
県
）

　

十
月
（
一
日
〜
十
五
日
）

一
日
▼ 
浄
土
宗
第
百
八
次
定
期
宗
議
会
に
お

い
て
本
会
事
業
説
明
（
京
都
浄
土
宗

宗
務
庁
）

二
日
▼ 

第
四
十
七
回
仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈

式
出
席（
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
）

　
　

▼ 

全
日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合
主
催
平

成
二
十
五
年
度
全
国
研
修
会
に
お
い

て
本
会
事
業
説
明（
メ
ル
パ
ル
ク
京
都
）

三
日
▼ 

第
四
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
和

歌
山
・
高
野
山
大
会
第
六
回
実
行
委

員
会
出
席（
高
野
山
真
言
宗
宗
務
所
）

　
　

▼
野
村
證
券
塚
嵜
氏
来
局

　
　

▼
Ａ
Ｂ
Ｓ
山
中
氏
他
来
局

四
日
▼
大
和
証
券
竹
久
氏
来
局

　
　

▼
Ｄ
Ａ
Ｔ
新
藤
氏
来
局

　
　

▼
大
陸
旅
遊
田
村
氏
来
局

　
　

▼
第
五
回
宗
教
教
育
推
進
委
員
会
開
催

七
日
▼ 

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ（
株
）北
川
氏
他
来
局

　
　

▼
第
六
回
社
会
人
権
審
議
会
開
催

八
日
▼ 

東
京
工
業
大
学
柏
木
氏
と
打
ち
合
わ

せ
（
ア
ー
バ
ン
虎
ノ
門
ビ
ル
）

　
　

▼
局
内
会
議

九
日
▼ 

全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会
第

五
十
八
回
全
国
岩
手
大
会
出
席
（
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
）

　
　

▼
損
保
ジ
ャ
パ
ン
佐
々
木
氏
来
局

　
　

▼
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
羽
成
氏
来
局

　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

十
日
▼
築
地
本
願
寺
宗
務
長
北
畠
師
来
局

　
　

▼
大
和
証
券
佐
藤
氏
他
来
局

　
　

▼ 

真
っ
向
勝
負
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委

員
会
松
土
氏
他
来
局

十
一
日
▼
中
国
仏
教
協
会
訪
日
代
表
団
来
局

　
　
　

▼
オ
ル
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
幸
澤
氏
来
局

無料法律
相談室　
本会顧問弁護士の長
谷川正浩弁護士によ
る無料法律相談を毎
月第二、第四木曜日の
午後開催しておりま
す。本会事務総局03
（3437）9275へ事前予
約の上おいで下さい。
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